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プ
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較

坐

產
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厮

理

炉

斥

雨

と

输

通

と

の

，
統

，
ニ

"
に
於
て
把
握
さ
れ
た
裡
論
ザ
あ
っ
た̂
名
枸
ら
ず
、
貿
易
理
論
上
に 

於
け
：る1
位
が
失
は
作
る
に
至.
つ
だ
卜
で
あ
ら
ぅ’か
ガ
士
較
坐
產
費
鼠
理

〔

は
勞
，働
僩
値
法
卿
を
内
容
と
し
ズ
ゐ
る
0 

'そ
，の
，場'合
*
交
換 

儕
値
|

贤
檢
形
妬
以
齡
理
と
し
そ
の
勞
働
歡« ;
法
則
の
學
說
史
上
の*
命
が
、.
や
,̂
て
此
較
產
費
說
‘の
運
^
^

定
し
た
の
で
あI
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る
。
價
格
形
成
の'原
瑪
と
し
て
、
勞
歡M .
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®.
說
が
旣
に
^I

典

學

派

者

の.
乎E

よ
ク
て
如
何
な
る
取
敗
ひ
を
受
け
た
か
，は
、
玆
水
改

め

. 

て
詳
述
す
‘か

孤

果

は

杈

れ

か

ぅ

‘。
杏
寧
ろ
吾
々
は
、
-
價
撕
形
成
吵
理
論
土
し
て
考
へ
る
，な
，ら
ば
、
此
顧
坐
產
費
說
.は
勞
働
價
孩
法
則
の 

-

矛
盾
の
顯
ば
れ
と
し^ :,
生
れ
た
も
、の
で‘
あ
づ
で
、
そ
れ
は
勞
働
價
値
_

の_

乾
か
ら
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な
く
ご
そ
め
反
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#
に
よ
づ
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採
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上
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ら-
る
ぺ
會
迪
ぎ
で̂

ヴ
た
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あ
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勞
働
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資
本
の
‘，
動
自
|±
1
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、.
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勞
儆
價
値
洪
則
に
と
ケ
セ
必
要
な
前
^

セ
あ
づ
た
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然
る
に
國
醫
に
そ
，わ
前
，提
识
行
は
.
れ
得
，な
い
，こ‘と
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醫

、•
玆
に
‘比
較
生
塵
費
說
を
擬
供
し
ゼ
觅
に
、國
際
傲
修
法
則
を
認
め
た
。
從 

っ

て

此

較

生

產
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說
は
勞
働
规
値
法
則.
の
躓
か
た
ー
っ
め
障
害̂

示
す
理
論
で
あ-
り
ハ
價
^
理
論
と
し
て
比
摩
ろ
否
定
的
な
意
味
欠
持 

4
•て
ゐ
た
。‘從
‘っ
て
國
際
價
袼1

國
際
1
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の
理
論
$

比
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生
產
費
說
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ら
積
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。
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懷
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摄
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以
上
の-•如
べ
V
質
易
理
論
の
存
在
す
る
場
を
流
通
現
象
祀
の
み
求
め
、
'£,
れ<
七
價
格
亦
成
の.
理
論
と
解
す
る
限
り
、
'
比
較
坐
南
費
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は
そ
の
，當
初
ょ.
り

-«
易
理
論
に.
淤
て
^
む
べ
き
地
位
を
斿
太
な
か
つ
た‘の
で.
あ
各>

然
，ら
は
比
較
生
齑
費
說
か̂>
'
出
發
し
て
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貿
易
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論
を
如
何
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開
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ぅ
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.
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較
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。
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职
呔
そ
^'
勞

獨
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値
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も
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解
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あ
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賽
課
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膽
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格
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成
，
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ぞ
れ
は
飽s

r

價
格
仏
問
龉
で
ぁ
り
、

.

譲

過

程
I

け

で

身

o,

吾
W

は

，
質

及

理

論

を

I

と
流

f

の
，
統.

一
に
於
て
把
握’

 

/

せ̂

と
す
名
塌
合
、
澇
働
價
値
ば
生
高
過
程
の
、觀
疇
と
し
て
把
へ

>
/

ー：
つ
の
實
體
：

g
;

内
客
を
#
つ
次
も
の
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
ガ
で
ぁ
る̂

‘
か
く
し
で
炝
め
て’

價
値
と
價
格
と
カ
關
係’

生
產
と
流
逋
と
の
關
係
が
如
か^
^

れ-

る
。

•

か
\

る
觀
點
か
ら
比
較
生
產
費
說
を

.

理
解
す
令
と
き
ノ
そ
れ
はf

働

一

生
;^

#

、
即
ち
朱
齡
カ
の
迦
論
と
し
て
登
場
す
る
。
玆
に 

,

於

，
て

、
«

易
理
論.

は
單
な
る‘
國

際

價

，格

形

成

過

;^

の
客«

的
分
杯

‘
と
ー1
1
4
極
め..
で

限

ら

れ
.

ナ
分
野
か̂.

解
放
3

れ
; -

自
由
に
發
畏
し
得，_ 

•

る̂

域
を_

5:

ク
匕
と'
が
机
來
义
の>

ぁ
る
。
■ 

’ 
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,

，
先
づ
第
一
，
に

、

.

そ
ル
は
乳
な1

存.

在
の
理
論̂

る
&

と
か
，ら

/-
'

發

展

，の

理

論

と

0

統.

ー
が
可
能
と
な
る
。
國
際
賀
品
か
現
象
的
に
ほ 

沭
1
通
關
係
と
し
て
示
さ
れ
る
け
れ
、ど
も
、
そ
の
拣
礎
と
し
て
寶

^

的
な̂

>
'

の1

關
係
的
1

表
れ
と
し
て
考
察
さ
る
べ
ぎ
箬< 0

-
も
の
で
ぁ 

る
。
然
る
に
從
來
の
貿
易
理
論
が
，流
通
關
係
士
し

y

價

格

•
の

み

採

り

出

じ
、
そ
の
内
容
と
し
て
め
實
體
的
な
關
係
を
見
失
つ
，て
ゐ

.

た
。
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そ
こ
に
、
發
展
の
問
題
へ

.

の
關
，心
を
失
はL

め
ち
原
因
が
見
出
さ'
れ
る

'
ー。
他
の
表
現
釔
以
て
す
れ

.

ば
、_

前
述
せ
る
如
人
流
通
■現
象
は 

.

生
'
處
と
消
獲
とa

關

聯

の

卞

に

の

，
み

'
存
往
し
、
兩
者
の
側
に
於̂

る
質
的
變
化
の‘
中
^

ノ

發

嗶

の

契

機

-

存
在
す
る
の
で
ぁ
つ
ブ
、
そ 

れ
と
の
關
聯
於
斷
た.

れ
た
場
合
：
發
展
の
問
題

.

に
對
す
る
裡
解
は
不
可
漉
と1

る

ぐ

更

に

消

費

の

部

面

に

ぁ

つ

て

は

、
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^
界

效

用

學
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:

の'k

九̂

ょ

つ

そ

、
‘

队

界

效

用

均

等

、
の

法

則
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•

至

效m1

遞

減

の

法

則

と
^

ふ

普a

的
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
經
濟
社
會
の
發
展
の 

理
論
は
、
消
費
の
側•

に
見
肿
す1

:̂

は
出
來
な
い
. ;
°

前
^ -

せ
厶
如

'
^

、
最
近
に
於
、け
る
經
濟
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會
に
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3

生
產
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そ
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，
礎
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さ
れ
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つ
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經

濟

！
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束

經

濟

I

I
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制
經
濟
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聯
‘
の
發
展
過
程
ぼ
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也
虛
力
と
一
.定
の
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會
經
濟
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痕
と
の
關
係
に
於
で
の
み
粑
掘
さ‘れ
得.

る.
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で
ぁ
る，。
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、.

賢
易
理
論
が
坐
命
：力
の
理
論
を
装
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と
す
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こ
と
に
，よ
つ

^ ：
、
存
在
の
論
が
ど
當
爲
の
論
理
と
の
統
ー
が
可
能
と

i
な
る
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典
擧
派
算
為
现
論
に
於
て
、
’：價
挤
理
論
的
課
題
と-^
に
；

政
策
原_

的
課
'趙
が
解
か'れ
•
て
ゐ
た
。
へ
そ
れ
.
は

一

、つ
：の

覽

體

的

價

値

と

し
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の
生
產
九.
沪»

易
'理
論
の
寒
礎
を
，形
成
し
て
ゐ
-
炎
か
沧
^

外
な
ら
な
い
。
，其
後
に
凇
て
も
、
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國
際
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格
の
理
論
と
し
て
は
比
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較
生
*
费 
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ヶ
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し
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と
れ
を
改
修
し
て
そ
の
生 

.

命
を
取
戾
さ
ん
と
し
た(O
'
は
、
そ
れ
，
•
に~
ょ
つ„
て
政
策
原
理
的
課
題
に
昝
へ
ん
於
た
め
で
あ
つ
た
0
、
ハ
ー
バ
’ラ： l%

lk

ベ
る
如
くT
國
際

- 

ぃ

：

：

’ 

, 

. 

■

貿
易
( 0

均

衡

點

が

，
比

較

生

產

費

原
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1
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々
れ
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ふ
事
ゆ1 ?
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併
し
乍
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吾
人
は
國
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貿
易
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具
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適
用
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ふ̂
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賢
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慠
護
貿
易
と
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適
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決
定
Q
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昏
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は
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す
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り
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'
定

询

放
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性
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の
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す
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簡
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し
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併
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蠟
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濟
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踪
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梱
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さ
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と
し
て
、
動
態
的
過
程P
問
題
が
輪
象
さ
れ
て'、.
懷
値
が
砂
態
的
に
の
み
把
へ
：ら
れ
て
ゐ
‘
。
斑
に
交
燠
價
値
の
怔
界
は
常
に
平
面
的 

に
の
み
«?
か
れ
、
吾
々
は
班
に
進
か
で
構
造’の.
世
#

へ

と

；
立

體

的

に

'分
析
の
、視
角
そ
擴
げ
な
け
れ
讨
な
ら
尨
い
。：
即
，ち
社
#
的

生

靡

•
力 

と
し
て
の
價M>
は
、
平
‘亂
的
に
で
は
が
く
立
體
的
に
、
靜
態
的
に
で
は
か
く
動
攏
的
に
把
握
し
な
け
れ
於
な
ら
ず
、
そ
の
.方
向
に
比
較 

生
顏
廣
說
を
®
開
す
る
所
に
、g:
'

易
_̂

の
疋
し
い
道
紙1

.

5
あ
'る
？
ル
較
生
糜
費
說
そ
れ
自
廊
は
 
' 前
述
せ
る
如
く.
生
產
'と
-流 

通
と
の
統一

に
於
'け
る
論
で
あ
る
。
問
邇
は
そ
，
の
展
開
の
方
向
で
あ
つ
て
、
古
、典
學
派
論
者
は
.、
そ
れ
を
國
際
價
値
論
と
芷
貨
移
動 

論
と
の
始
合
の
下
忙
致
舄
現
象
を
說
明
す
る
.
こ
，と
，に
ょ
っ
て
、
：
こ
ル
を
誤
れ
る
方
向
に
導
ぃ
、た
‘
，そ_
の

沏

に|̂
把

的

矛

盾

の

ぎ

す

る

と

と
も
，.

1

’
の

且

つ

，
て

指

摘

せ

る

'
所
で
あ
を
。
吾
々
は
比
較
生
：

i
i

費
說
そ
の
為
の.

、
自
己•
展
開
を
押
し
進
め
為
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

社
會
的
生
淹
ガ
ば
、
價
格I

ょ
つ
、て
表
現
さ
れ
る
貨
幣
で
も
.
な

け

れ

ば

、
；
，
生

»

芯
れ
た
財
貨
で
：も
な
い
。
そ
れ
等
が
社
會
經
濟
の
循 

環

過

程

の

中

に

久

り

込

み

，、
破

綻

な

く

そ

‘の

猶

動

を

開

始

し

た

時

、
ー
玆
祀
始
め
で
酞
會
的
始
鸾
ヵ
の

_

題
が
芷
し
く
把
握..
さ
队
る
0

生 

產
と.
流
通
の
紘
‘1

を
、
經

濟

循

摄

上

し

て

.理

濟

す

^

こ
と
は
、
社
會
經
濟
の
構
禮
分
析
を
必
要
と
す
る
パ
か
.く
じ
て
吾
々
は
生
產
カ
の

' 

理
論
■か
ら
■
造
の
理
論
へ
と
獾
ま
な
け
和
ば
な
ら
な
，
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五
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•

玆
に
構
造
の
理
論
と
袞
ふ
場
合
ノ
そ
れ
は
鉋
く
迄
生
蜜
ガ
の
'理
論
5:.
基
底
と
し
た
も
の;>
即
ち
坐
齑
構
造
炉
開
題
で
あ
る
こ
と
は
、 

特
に
注.
意.
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貿
為
璁
象
を
經
濟
鞲
造
と
れ
亂
微

'の
下
，に
理•
解
せ
ん
と
す
る
試
み
は
：
決
し
て
新
し
い
^

の
で
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は•
な

い
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旣

に

ヮ

‘
1
ゲ-
マ

シ

等

(

註
二
 

1)

に

於

，
て

み

，
ら

れ

る

，
所

で

?>-
る
。
吾
々
は
そ
れ
等
の
理
論
に
多
く
の
傾
.
聽
、す
べ
き
點
の
あ
る
と
、

■  

, 

'  

. 

* 

>, 

• 

; 

*

と

を

認

め

る

其/ ^

も
、
次
の■
奴
き
欠

f

指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い.

の
で
：あ
る
。
即
ち
そI

.

字
る
と
こ
ろ
の
經
濟
構
造

.

は
、
例
へ 

ば
ヮ

ー
.
ゲ

マ

ン
に
，於
允
ば
、
列
舉
さ
れ
た
鞲
成
要
素
の
^

合
せ
ょ
り
厲.

々
な
る
型
を
求
ス
る̂

で
あ
つ
て
，
极
木
的
に
は
必

4

も
經
濟 

發
脉
段
階
と
は
關
聯
炫
き
軋
の
，と
し
七
取
扱
呔
办
て

「

ゐ.

4

0>

從
0

て

そ

、
れ

«

ー

 

つ
の
顶
念
型
的
な
性
格
を
：持
つ
た
も
の
，
あ
る
、
然
る 

»

り
’
依
然
と
し
て
存
在
，の
論
理
衣
る
に
止
ま
り
，
發
展
の

：
論
理
に
欠
ガ
グ‘

る
ゼ
ヾ
吾i

が
問
題
と
ナ
ベ
き
こ
と
は
、
經
濟
構
造
を
分
析 

す
る
と
防
時
，
m

、
そ
の.

經
濟
鞲
选

-C
O
,

形

洗

過

轉

を

、

'
も
輝
解̂

る.

點
：に
あ^ '
>

即
ぢ
伊

*
,

2 '
|

迴
で
あ
る
と
共
に
發
展'
の
論
理.

で
な
け̂

 

ば>
な
ら
な'
い
。

 

' 

ベ 

'
■
/ 

;

.

'

へ-

-

、

•
」

，

;\
• 

.. 

.

' ,

m
ij
f
t共
榮
圈
ミ
锊
易
輝
論
へ
興
開
 

•.
 

'•
 

\ 

, 

ニ

" 

c
t

五
3



j

m \]

|1

il
Iill

Hi i：

I

—  

:

■

 

,

.(

辟
五
四
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M

に
最
近
，

‘
に
於
て

'f t

、
メ

レ

マ

ー
に
ょ
つ
て
、
ゴ
>

^ >

ル
的
免
場
か
ら
權
造
理
論
衲
貿
蜃
»

龢
が
提
喝‘さ
れ
て
ゐ
る®

!
 

5
0 

你
'1
>
'

f

で
問
題
と
さ.

る
べ
身
露
理
論.

は
、‘
ミ
れ
と
は
，や\
萬
0

た
意
味
に
於
て-

^

あ'

谷
。
へ
ん-

t/
-1
^
.

l

(o
"
l
r

論
の
阿
容
ば
，
旣
に 

吾

國

於

於

て

も

紹

介

さ

^

て1

ゐ

ん

射

ら

し
-

て
、V
こ-

れ

を.

省
略
す
る
。
ク
レ—

マ'
.
-

の■
權
禮•
弧

論

，
に

於

て

.

^,
-
、

列

擧

ざ

れ

た

經

濟

與

件

と
 

'

經
'
濟
條
件
と
の‘
和
^

依
存
性
に
ゼ
ク
て
菸
さ
れ
る
國
織
濟

-

の
在
ヶ
灰
が
間
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
そ
れ
は
、
國
民
，經
濟
が
全
體
性
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と
同
時
粹
生
體
性.

に
於
て
把〈

ら
：れk

ゐ-

る
こ.

も
に
ょ
0
:

て

ノ

リ

、
ス

ト

と

1

^

に
、.~,

從

來

の
.«

:

2
^
;

論
、
特

’
に
近
代
的
質
易
理
論
の
持- 

つ&

本
的
な
，欠,'
®

を
吏
服
し
て
ゐ
石
。
併
し^

ら-

や
は
り̂

こ
矿
は
厂
ス
ト
と
同
じ
欠
陷^

持
ヴ
て
ね
る
こ
ト
と
も
見
逃
し
得
な
い
。
即 

‘
ち
國
风
释
濟
構
造
を•
決
楚
じ
、
パ
こ
价
を
推
進
す
る
も
办
と
し

‘
て

0

^

爽
條
件
と
，し
て'

”

民
族
、
空
間
、
技
瞅
と
科
學
、
經
濟
精
神
、
政 

命
的_

成
等
ま
小
さ
れ
て
ゐ
：る
げ
れ
ど
も
、
之
等
が
；

T

つ
‘
の
客
體
，の
理;«
と
し
^ ,

數

氣

的

理

論

：と

結

合

さ

れ

.
る

場

合

に

职

難

が

存

在

す 

る
S

1

1

0

0,

賢
场
迦
論
が
主
體.

の
理
論
で
，あ1

と
同
時.

に
客
體
め
竭
論
で̂

け
れ
ば
念
ら
な‘
い.

と

孝

ふ

立

前

か

ら

す

れ

ば

、
‘
タ

レ

ー 

■

マ
ー
の
，

'
理
論
呔
累
に
多
く
，の
反
镇
を
要
す
ネ
で
あ
ら

.

ぅ
? -
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'
 

■
 

;
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.
吾

!々■
の
#

ふ.
ベ
き
構
造
理
論
と
は
、

,

飽
ぐ
迄
坐
產
カ
の
理
論
を
碁
礎
と
し
.
た
生
箝r

流
通
丨
消
費
と‘の
循
環
の_

造
で
あ
る
。
そ
こ 

で

始

め

て

、

存

，
在

と

同

時

、
に
，
坐

成

^

理
論
’た
卜
得
、M

0

で
あ
る
と
共
：に
具
體
的
な
理
論
た
り# '-
る
の
セ
あ
る
。

、 

生
產
カ
の
槪
念
は
物
質
的
坐
鐵
カ
ぞ
叛
底
と
し
な
が
ら
、
然
も
做
ほ
且
つ

&
會
的
に
粑
握
し
な
け
れ
ば‘̂-
ら
な
い
。
而
し
て
社
會
的

,
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>
f

.
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.
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へ.、
.，：
.

，

過
程
と
し
て
の‘
生
產
ガ
は
、
交
換
を
通
じ
て
の

.

み
實
現
さ
れ
る‘
も
の
で.

あ.
o 'V

、

生
產
I
流
通-

-

消
費
の
循
環
と
し
て
、
動
態
過
程
の 

内
に
理
無
さ
れ
な
け̂

ば
‘な

ら

在

。
そ
こ
で
吾
々
は
、

，

先
づ
財
貨
の/1
1

環

と

し

て

の

，
生

虛

_

造
ゝ
が
省
へ
：
，
，
ら

れ

•

る.
.
の
で
，
，あ

る

Q 

K
.

U

ま-

た
、
生
產
力
，を
全
體
性
に
於
て
把

‘
へ
る
：と'1
ぢ
ふ.

し'
と.
« '

、
個
々
の'
生
產
カ
办
單
な
る4 ;

計
を•

§

す
る.

も
，
の
、
で
な

.

く
、;.

备
生
、 

恋
齚
カ
が
有
機
的'
に
統
一
さ
れ
た
も
の
と

.

し
て
，考

察

す

る

こ

'
と
で.

あ
る
。
そ
れ
は
ぺ
切
れ
生̂

力
が
調
和
的.

な

結

合

を

，得

た

狀

態

杧

外

.

t
ら
故
い
。’‘從
つ
セ
、
問■題

と

さ

れ

，
る

經

濟

循

環

は

、

單

に

個

別

的

、
な

在

產

I
流
通
丨
消
費
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
各
生
淹
部
門
間
の 

結
合
の
問
題
を
も
含
ん
で
ゐ
る
。
'即
ち
そ
れ
は
生
^
财
と
消
費
財
と
に
分0 :
^ '
と
に.
1
々
て

一

論
把
へ
石
こ
と
が
出
來
るo-「

か

、

i
 

味
で
也
糜
歡
造
が
理
解
さ
れ
な
け
如
ば
紅
ら
’

”
の
で
ぁ
る
パ/

ハ
.
.

ノ 

'
、

/
 . 

•
•

'

观
つ
て
9

ス•
し
に
於
ズ
、
IE.
常
な
る
，§

が
農
工
商
國
家
と
袞
ふ
生
產
力
の
調
，和
的
體
系
ど
し

.
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
宠
分 

に
學
ば
れ
か
け
ル
ば
な■ら

な

い

。
，
勿

論

リ

，
ス

.
ト
が
生
茚
ヵ
、の
複
雜
化
を
、
_

か
ら
農
±

商

業

へ

ど

過

程

と

み

た

こ

と

比

、
，
素

朴

啲

で 

ぁ
1

と

茇

飧

ざ

る

紀

得
♦な
、い
付
れ
ろ
も
ハ
へ
生
®

の

循

環

-*
>

調
种
の
觀
念
を
通̂

て
メ 
$

の
‘構
造
を
考
へ
た.&
と
は

1?
:

.

し
い
。,
そ
れ

噚
 

を
更
te
論
理
的
來
整
商
す^ ;
所
に
V

生「

塵p

造.
の
，理

論

ゆ

展

開

す

る

方

，向

-
が

見

甩̂,
^ -
る6
、

：

"

-

、

.

'

,
觅
に
MS1
は
牀
の
流
ル
と
、共
に
-
、
ゼ
れ
と
並
行
し
、方
打
は
れ
る
肾
幣
の
流
れ

’を
も
’追
求
し
な
げ
れ
ば
な
ち
な
い
^
即
ち
坐
箝
構
造
士 

m

l

i
a:
:
を
布
撒
的
に
結
合
レ
ゼ
把
握
す
る
^
と
で
ぁ
る
。
，，
從
來
め
齓
象
豳
論
に
於

TC
V
生
產
構
造
の
分
^
^
放
置
せ
ら
れ
た
け
れ 

及
も
ぐ
勝^ -
理
論
と
し
ブ
の
展
亂
に
伴
ク
、て
，
價
锻

«
^
f>
'4
新
に
關
す
る.認
識
は
深
め
，ら
れ̂
^
近
代
的
實
易
理
論y

の-
發
展
"
特
、
 

に
：パa

1

,

ネ
、’
コ
ル
5
綿
の
部
分
的
构
衡
琎
論
尤
泛
'、
ノ
一

 
舵
的
，
衡
理
襁
へ
の
救
移
>

#

つ

 
<
、
，
-
國
際
貿
易
と
關
靖
し
、て
各

«

-0
0
惯
格 

_

选
‘の
變
化.
が
注
乱
さ
れ1
^ :
至
0
だ
01 .
史
に
國|̂
資
本
移1&
論
;!
;
至
十
ラ
ン
乃
フ
パ

1
1
1

論q

發
展
に
作
つ
て
、
各
國
の
赝
格
撾
造 

の
變
化
を
澈
明
寸

：

るV
,

と
が
要
請o

爪
た
。
ど
れ
等
の
，こ
、と
桢
、
、古
典
學
派
に
於

‘付
る
正
：貨
移|则
^
に
ょ
る
货
幣
數
量
說
的
^
'
解
に 

_

す
る
反
；傅̂

賞

、
貨
幣
顧
値
乃‘#
、

1-

般
%
價
のk
動.P

菜

く

、•.：，翁
別.
價
格.
ダ
相
對
斷
係
を
通
、じ
て
«
格

露
0
分
析
へ
上
進 

んだー呦メ，

.
侏
し
乍
も
た
の
場
合®.
格
權
造.
は
坐
糜
鞲
造̂

は
無
關
歡
记.
'¥ :
に
顧
別
價
帑VO
相
對
的#
化
i
問
®
と
‘名
れ
た
に 

;

姆

—

タ
<̂
# :
合
必
氍
な
こ
と
，
#

生

產

簾

ど.
の

麝

罕

に

ハ

暫

貨

繁

循

聖|
^

そ
'«
概

議
4
把
握
じ
な
け.
 

れ
ば
枝
ら•
參
W
の'で
系
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戚
述「

國
，

•

以
上
の
如
，く
生
靡
と
流
通
の
統‘'
に
於
^
、_
財
貨
と
貨
膽
と.
の
循
糫
構
造
が
取
极
比
れ
る
.と
し
て
も
»

そ

れ

，
だ

け

で

は

ま

だ

陬

題

は
 

-

解

敗

さ

れ

な

い

-0
即

ち

也®'
力

を

粽

合

性

に

，
於

て

社

會

的

k :
把
掲
す
、る
こ
と■は
■そ
れ
で
果
し
得
た
と
し
て
も
"
そ
れ
は
單
な
る
咎
體
の 

理
論
で
あ
み
に
止
ま
，り
、
.

l i
'l
c
主
體
の
侧
ひ
行
爲
の
挪
論
と
；の
«

一-
が

行

は

れ

な

、
け

れ

-
ば
’な
、ち
な.
い

。
，
卽■ち
存
在
の
論
理i
te
/M
の
論 

理
と
の
統
ゼ
は*

さ
价
た
ガ
札
ど
も
、
齊
在£ -
1
理
3
1當
爲.
の
1̂
理
と
ぶ
統
1
の
問
題
が
殘
冬
れ
て
ゐ
冬
。
吾
々
が
社
會
的
坐
，產
力
-を 

問
題.
4J
:;
r

!̂
-(

D
は
、•

武
ふ
迄•
も
'̂
く
日
本.
經
濟
の
、發
展̂
S
4.

'a
^
を
目-
標
‘士
し
七
ゐ.
る

の

で

：
あ

づ

x >
:
,
質

易

现

論
I
亦
か
、
る
月
的 

の
た
め
に
の!^
布
在
す•
る
實
踐
的
,̂
理
^
1̂
で
な
け
れ
ば
な
も
な
い.
0
生
靡
カ
を
社#
的
也
齑
カ
^
し
ズ
み
1
ば
か
ゲ
で
な
く
、
-國
民
坐 

>
靡
力
と
し
て
把
握
す
ベ’
I
で
あ
る
。S

*
、

と
货
驚
の
社
會
的
观
環
と
レ
て
坐
淹
カ
が
把
楗
で
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
だ
げ
で
は
未
，於
柚 

1象
时
方
經
濟.

會
の
摘
寫
；

k

過
r

な

い
.0
、
經

濟

循

環

は

樣

ギ

A
姿
；̂
於
て.
、
蚋
ち
侗
人
經
濟
、
企'麗

濟

、i

民
經
濟
、
世I
經
濟
等 

•

の
形
態
で
存
在
し
て^ '
ぶ
。.
問
題
を
1ょ
り.
具
備
的
に
提
趙
す.
る
た
め
に
は
、
採
り
上
げ
ら
れ
る
循
環
^
造
も
ま
た
ょ
卜
具
體
的
に
亂
定 

さ
れ
る
私
要
が
あ
飞
。
.
國
際
貿
名
现
象
が
國
家
と
國
、家
と
の
間
良
於
け
る

.

象
で.
あ
る
と
^

ふ
ど
と
か
，ら
し
て
、
先
づ
何
ょ
^
も
國
民 

經
濟
的
な
經
濟
循
環
が
截
氺
的
へ
で

な
.

け
れ
ぼ•
な
ち.

な

い

タ
從
來
と
酸
も
貿
易
理
歐
と
し
て
特
殊
，な
學
問
領
域
默
定
の
た
め

’
に
、
國
家
の
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昆

谱

の

，獲

と

外

賢

麥

霞

_

濟
^
|

^
準

A ，
卷
第
十
四
號
し
に
優
れ
た
紹
介
知
り
。ノ

'

\
 
,

(

註
：

1
111).

象

赏

'^
|

^
^
舉

に

赞

是

湯

想

擦

十

七

^

ヨ

參

青
.

.
V 
•
-
.

C

註「

四
ソ-

拙
稿
”
贸
為
理
餉
於
構
选
論
的
磷
紙
し
國
際
經
濟
硏
廣
昭
和
十
六
牢
九
月
號

〕

パ

、.

概
今
-1-

定
が
中
樞
的
な
課
題
と
さ1̂
て
き
た
0'
晋

ベ

も

亦

こ

、

，
で

^
濟
循
環
と
の-
關
聯
の
飞
に
、
國«

概
念
の
苒
吟
味5 :
必
要
と
す
る
。 

併
し
乍
；

質
易
理
歐
な.る
声
故
に_

民
經
濟
俯
な"る
經
濟
'顺
環
が
銮
本
的̂

あ
る
^
§
與
^
は

、
，
未

だ

充

分

で

‘
は
，
な̂

吾

，々

の

贸 

易
理
論
が
、
日
本
經
濟
の
發
腰
に
役
ル
ち
得
备
康
り
に
'於
て
の
み
存
茁
理
由̂

持
づ
ど
耷
ふ
意
味
，
、
齓
民
經
濟
的
な
經
濟
循
環
が
基
，
 

本
■的
t

の
で
あ
る
。
そ
ぅ
で
：あ
る
な
ら
ば
國
家
概
奋
は
主
體
的
に
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
だ
ら
な
い
の
で
あ
，る

0
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'
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紙
！
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^

‘濟
原
理
に
拣
い
て
展
糊
せ
ら
れ
た
近
代
的
賢
琢
理
論
に
於
呔
る
國
家
概
念
扒
、
現
實
ひ
國
家
，か
ら
遊
灕
せ
る
極
め
て
袖
象
的 

な
も
の.

と
な
づ
た
こ
と
は
、
，旣
に
，多
ぐ
の
論
者
に
、ょ
つ
七
指
摘
せ
ら
队
た
所
で
あ
令
ネ
ー
リ
シ
に
於
て
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國
際
貿
.易
と
地
域
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と
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が
同
義

^ :

に
解
せ
ち
れ
た
場
合
、
そ
の
抽
€

性
株
] 1.

點

に

達

し

，
た

’

(

許
’

一
五〕

。

近
代'
的
貿
易
理
論
が
純
粹
經
濟
的
方
法
，で
、
分
析
の
視 

角
を
流
通
の
衡
域1

の
み
止
め
名
限.

り
、
國
際
間
办
流
顏
現
象
を
貿
易
&
,

て
採
り
出
す
べ
き
何
等
：の
蕋
準%'
屏
ち
得
な.

い
わ
で
あ
る
。 

併
し.

乍
ら

'
こ
れ
ど.

同
七
歌
が
、
經
齋
循
環
か
，

.

姿
に
於
て
貿
易
現
象
を
，撕
へ
ん
と
す
る
場
洽
に
も
生

•
■ ?

る
。
即
ち
如
何
に
し
て
國
民
經
濟
. 

的
な
經
濟
概
鐶
が
截
本
的
な
問
題
ど
し
て

.

把
へ
，ら
ル
る.

べ
，

-

き
'か
ノ 

\
>
 

;
 

，
ノ 

•

,.M

家
並.

び

に

國

民

經

濟

の

，
概

念

は

ゾ

何

ょ

り

も

先

：
つ

そ

の

主

體

性

の

自

覺

か

ら

把

握

1

れ
な
け
れ
ば
，な
らI

い
。
從
來
の
贸
易
理
論 

に
於.

て
は
、
國
家
概
念
を
、
H i

と
し
て
客
觀
的
な
純
粹
經
濟
时
な
特
性
。
蕋
い
て
把
へ
ら
れ
た
。
即
ち
^
典
學
派
迦
論
の
勞
働
と
資
本
の 

移
動
の_

畠
、
，
シ
ッ
ジ
ウ
ィ
ッ
グ■
の
運
送
費
の
豸
豸
、
オ
、ィ
レ
、
:<

フ
ル
グ
CO

本
位
制
度
の
差
萝
等
、
か
く
し
て
概
念
せ
ら
れ
た
經
濟
統 

‘I

體
が
現
實
の
政
治
的
齓¥

り
遊
離
せ>
る
も
の
で?>

'-

る
と
と
も
、
、
旣
に
多<

の
論
者
に
夂
り
指
，摘
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る

(

誅

1

六
^
班 

に
又
各
歡
の
共
同
職̂'

撕
宛
し
て
そ
の
統
合
た
於
て'
國
民
經
濟
を
理
觫
せ
ん
と
す

.

る

試

み

も

生

れ

て

ゐ

る

.°
,
例

へ

ば

レ

プ

ケ

に

於

け

る 

，財
政
共
同
體
、
經
濟
齔
策
亦
同
體
A

支
撇
共
亂
體
、
運
命
共
同
體0X
か
く
の
妯
ぐ#

m

の̂

識
が
如̂

程
列
摩
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ 

れ
に
± .

つ
て.

得
ら
れ
た
國.

家
概
念
は
、
決
し
，て
現
：實
け
政
治
阈
家
，に
完
金
に
一
故
し
喝
义
も

.

の
で.

は

な
^'
註 
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從
來
め
質
息
理
論
，に
於
て
、
國
家
微
命
の
規
觉
が
幾
多
試
み
ら
れ
た
に
も
拘
ら
ず
ヾ
何
れ

t
そ
れ
が
失
敗
に
終
つ
た
の
は
、

.
如
何-
な.

る
理
由
fe
莪
く
の
で
，̂
ら
ぅ
か
？
國
家
な
るK

f
i

を
客
觀
的
取
恶
準
に
ょ
つ
て
規
定
せ
，ん
と
、ず
る
限
り
、
，
そ
の
失
敗
を
常
に
繰
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さ
な
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け
れ
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ら
怂
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何

故

な

れ
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現

蜜
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始
め’か
ネ
不
可
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こ1
と
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の

で
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あ
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る
.°
展
鹫
の
‘國
家
を
そ
0
儘

.(
0

姿
に
，於
て
認
識
す
る
た
め
に
は
、
國
民
碟
濟
を
主
體 

性
^ .
自
覺
か
ら
把
握
し
食
け
れ
ば•な
ら
'な
い
。
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そ

れ

に

ょ

0
て
，
貿

易

理

，
論

は

^
^
の
理
^
!

で
あ.
る
と„,
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踩
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應
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濟
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濟

的

利

益

，
と

し

て

示

す

，こ

と

に

打

勝

‘ち
難
い
困
難
が
横
つ
て
.ゐ
る
の
で
あ
るo

生 

產
カ
说
個
別
的
に
で
.は
な
く
社
#

的
.に

« '
不
さ
れ
'

更
に
ぞ
れ
が
主
遞
他
に
於
て
國
民
的
に
把
掘
ざ
れ
た
場
合
に
は
、
國
取
經
~濟
袖
愈 

•

政
策

叹

問

題

は

界

氰

に

行

は

れ

る

。
即
.ち
’國
风
經
濟
的
な
循
環
構
造
が
圆
滑
陷
象
私
さ
れ
る
と
一K

ふ
こ
’と

を

甚

調

と

し

て

、
.
，
そ
の 

,

對

外

敗

依

存

關

係

ど
>

て
(0
:

賢

易

に

對

す

、
る

眞

値

判
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榮
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又
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